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JAIFA はこれからも、
全国の被災地支援に
取り組んでいきます。

もっ
と元気よく

日本を

www.jaifa.or.jp公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

生命保険の学習サイト
JAIFA学習帖
ご活用ください

『Present』3月号は、
スマートフォンでも
読むことができます。

どの端末からでも、
さまざまなサービスを利用できます！
どの端末からでも、
さまざまなサービスを利用できます！

カレーライスカレーライス
第10回　ごちそうの歴史第10回　ごちそうの歴史
カレー粉の発祥はイギリス!?カレー粉の発祥はイギリス!?

第10回  
仕事や生活に役立てるミニ知識
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生命保険営業に必要な情報を
学べるサイト「JAIFA学習帖」
に、 まだご登録いただいてい
ない会員は、今すぐご登録くだ
さい。

登録は簡単です！！登録は簡単です！！

QRコードアプリで
今すぐログイン

JAIFA学習帖
https://www.jaifa-learning.com/

「　　　　　　 」サイト
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パスワードで
ログイン

ログイン画面で
登 録メールアド
レスとパスワー
ドを入力しログ
イン成功すると、
ホーム画面に移
動します。

03
STEP

登録画面へ
01

STEP

初めてご利用の場合は「新規会員登録」を
クリックし、登録申請画面へ。登録メール
アドレスにパスワードが送信されます。

パスワードで
ログイン

【ご注意】
携帯電話のメールアドレスを指定
される場合は、「@jaifa-learning.
com」からのメールを受け取れる
よう設定をお願いいたします。
上記設定でもメールが届かない場
合、迷惑メールフォルダをご確認
ください。

会員登録
（学習帖登録）
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今後もいつでも見や
すいようにホーム画面
に追加しましょう。

iPhone なら画面の下
部、iPad なら画面上
部のマークをタップ！
アンドロイドの方は ……

をタップ！
※機種により操作方法
が異なる場合があり
ます。

タップ！
※ iPhone、iPad での操作。� �
アンドロイドでは機種により操作
方法が異なる場合があります。

ホーム画面に追加 
さ れ た ア イコン
をタップすれば、
学習帖がいつでも
すぐに見られます！

毎月月初にコンテンツが追加されていきます。
● �映像で学ぶ“生命保険提案”� �

3 月追加予定：【個人への提案】マーケット別アプローチ ～個人事業主編～
●�リーフレットで学ぶ“保険提案”
（�生命保険提案、相続・法人の自学自習用のリーフレットです）
3 月追加予定：個人 No.09 民事信託では権利と課税は別々になる
ことをご存じですか？

●“映像ライブラリー”で調べよう
（�相続・法人の基本用語を映像で解説。実践に使えるヒントが盛り沢山です）
3 月追加予定：【法人】「承継・M&A・廃業」のメリット・デメリット

人気コンテンツ紹介
閲覧数
No.3
閲覧数
No.1
閲覧数
No.2

新コンテンツ

JAIFA学習帖のご利用にあたって
● 2回目以降は、Eメール、パスワードを入れてログインできます。ログイン時にチェックを入れると、次回からログイン操作が不要になります。
● ログインのメールアドレスとパスワードは、登録時と異なるスマホやパソコンでも使用できます。
● �ホーム画面上部の「会員情報確認・変更」をクリックすると、登録情報の変更が行えます。（パスワードを任意のものに変更することも可能です）
● �わからないことはホーム画面下部の「FAQ」をクリックすると、よくあるご質問で確認できます。
　その他のご質問は、「learning@jaifa.or.jp」へメールでご連絡ください。



白水性一 昭20・29・38・47・56
平2・11

黒土性二 昭19・28・37・46・55
平元・10 碧木性三 昭18・27・36・45・54・63

平9

緑木性四 昭17・26・35・44・53・62
平8 黄土性五 昭16・25・34・43・52・61

平7

白金性六 昭15・24・33・42・51・60
平6 赤金性七 昭14・23・32・41・50・59

平5

白土性八 昭13・22・31・40・49・58
平4・13 紫火性九 昭12・21・30・39・48・57

平3・12

開運
マダム晶子の九性気学で

今日から

ビジネス運、対人運、金運、あなたの潜在力を活かす

自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性気学。人は、生まれ
たときの「気」によって、九つの性に分けられます。「気」は生まれ
年ごとにより違い、それによって「本命性」が決まります。運勢に影
響を与える本命性を知って、あなたの潜在力を活かしませんか ?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

マダム晶子
平成 6 年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊誌への執筆、ラジオ、
テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒 180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

今月の運勢
慢心したくなるほど良い運気の中で過ごします。勝利を得ての運
気ですからこれ以上は望めません。折角上昇した気を充分に保つ
ためにも今月は動かない、余計なことに手を出さない、を心に念
じておきましょう。ビジネス運は自分の足元固めに専念して、強
固な内面を保つようにしましょう。金銭運は現状維持で守る事を優
先してね。社交運は良くありません。流れを変えないことです。

少し休息を取りたいと思っている1ヵ月です。幸い今月の吉方位
が大吉ですから、思い切って旅に出てリフレッシュしましょう。心身
共に元気の出る東南方面です。そうすることで、お仕事モードには
戻りやすくなります。ビジネス運は自分の考えもあなたを取り巻く
周囲の状況もピンボケですから、さっぱり動きがありません。旅に
出ることで思いがけない出会いが良い結果になる可能性大。金銭
運は計画的に無駄を省きましょう。社交運は良くありません。

さあ、飛躍の1ヵ月です。先月の疲れも残っているでしょうが、思
い切って、ひとつ輪を広げましょう。その広がりの器に入るように
一生懸命に動きましょう。動くことが今月のテーマなのですから。
ビジネス運はすべての商談に応じて。ビッグチャンスが到来してい
ますから。金銭運は大きく持ち込まれます。初心の気持ちを忘れ
ずにしっかりと結果を出しましょう。社交運は新しい出会いはありま
せんので現状維持を守ってね。

離合集散の今月はあなたの考え方や行動は的確ですが、取り巻く
周囲の状況は良くありません。何かと困難な相談が持ち込まれた
り体調を壊したりして、心身が整わない為に気が分散してしまい
集中できません。反面、これまでの努力した案件は良い評価を得
られます。ビジネス運は自己中心に活動し、単独行動が良いでしょ
う。金銭運は散財が多くなりますので注意。古い請求書や忘れて
いた集金などが舞い込みます。社交運は復活が予想されます。

変身願望の強い今月は、何かと流れを変えたくなっておりますが、
変身しても変革をしても良い状況は作れません。現状維持で過ご
すことが何よりの方策です。自分の考え方はピンボケですが、幸
いあなたを取り巻く周囲の状況は良好です。ビジネス運は周囲と
の連携を上手に取りながら助けてもらいましょう。金銭運は良くあ
りません。金銭貸借は絶対に駄目です。社交運は遠くの友人等の
誘いを受けて再会などがあるでしょう。

今月から待望の盛運期です。盛運一期目の今月は、運気もまだま
だひ弱い気ですから、一気に走らないで慎重に進みましょう。自
分の考え方はピントピタリなので、思うような展開を広げましょう。
ビジネス運は取り巻く周囲の気が良くないですから、周りに助けを
求めず一人の活動が良い結果になるでしょう。そして何より「奉仕
の心」で周りに尽くすこと、それは今後の為に種蒔きをすることが
大事なのです。金銭運、社交運共に現状維持です。

低迷して入る今月の運気です。自分の気も取り巻く周囲の気も的
確ですが、天運があなたに味方をしてくれません。幸い取り巻く
周囲がとても協力的で味方になります。ビジネス運は母親や中年
以上の女性からの支援が多くなりそうです。自分で無理をしない
で、周りの方々に紹介などのお願いをすると希望が繋がります。
金銭運は良くありません。散財をしないように気を付けましょう。
社交運は秘密の恋は発覚の恐れあり、ご用心を。

願望達成できる今月は、千客万来に導かれて過ごしやすい 1ヵ月
になります。あらゆる物を整理整頓しましょう。机の中や財布の中、
暮らしの中での棚や押し入れ等々も整理整頓を。そうすることで、
あなたの願いが整い始めます。ビジネス運は、あなたのこれまで
の行いや動きが良い信用となり、遠くまで噂が流れ遠方との取引
も始まるでしょう。金銭運は現状維持です。社交運は人気上昇中。
モテモテになるでしょう。

折角の飛躍の場所で過ごせるラッキーなはずの今月は、自分の気
も周りの気も良くありません。基本に従って動きましょう。ビジネ
ス運は色々と準備が整ったらＧＯサインを出し、すべてにコツコツ
と動いてね。再生復興の兆しもありますので、今まで放置してい
た案件をテーブルに乗せるようにしましょう。良い結果になるはず
です。金銭運は良くないので、計画的に必要な分だけ出費をしま
しょう。社交運はお誘いの多い割には良くないです。

開運★東北吉方位～営業活動は是非ここで。
（千客万来になる紹介者が出てくる可能性大）

開運★東南大吉方位～この方位の友人を訪ねてみましょう。
（良い情報をもたらされる、再会がビジネスにつながる）

開運★東吉方位～半日程度の小旅行を。
（発展の気運に乗れる、動きが活発になる）

開運★西北大吉方位～商談、営業は是非この方位で。
（粘り強く押すことで勝運あり、奉仕の心が芽生える）

開運★東南方位～ごく近くで飲食や活動を。
（復活や見直しなどが舞い込む気配あり）

開運★西北大吉方位～商談も営業も飲食もすべてこの方位を使って。
（周りが助けてくれる、目上や上司が支援してくれる）

開運★東吉方位～営業活動はここで。
（勢いに乗れる、躍進できる方位 )

開運★東大吉方位～旅をするならこの方位、営業活動も。
（発展が望める、身内や仲間、組織がバックアップする）

開運★西北大吉方位～営業活動は是非ここで。
（金銭的に恵まれる、周りとの協力が得られる）

2022 年 3 月節 3.5▶4.4



厚労省は、各都道府県が公表している「新型コロナウイルスに関する
相談・医療の情報や受診・相談センターの連絡先」を
まとめています。
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/
kenkou_iryou/covid19-kikokusyasessyokusya.html
※詳しくは厚労省のホームぺージをご参照ください。

新型コロナウイルス感染症予防のために

～今年度の表紙は広島にゆかりがある写真を掲載しています～
今月の表紙： 「広島電鉄」広電の名で親しまれる路面電車。1912 年の開業より運行を続け、全国的に路面電車が廃止される中、走行環境の改

善施策を行政とともに実施し現在に至る。路面電車が廃止になった各都市から車両を購入し、オリジナルに近い形のまま運行さ
せたため「動く電車の博物館」と呼ばれ有名に。現在も最新の技術が反映され、次世代型の路面電車の構築に努めている。

C O N T E N T S

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に広報
誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314
E-mail info@jaifa.or.jp

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。

生命保険の知識の向上と一般消費者の利益保護を図
り、国民生活を守るため、公正・適正な業務の運営を
目的とした生命保険募集人の公益団体であり、生命保
険ファイナンシャルアドバイザーとして活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors

公益社団法人 
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

※ 2022 年の Present は、地球環境の保全保護を考
慮し、大豆油から作られたソイインクと適切に管
理された森林から出された FSC の製品を使用して
います。

	 マダム晶子の九性気学で 今日から開運

02  	 特集�  
第 10 回　仕事や生活に役立てるミニ知識

       どの端末からでも、
　　 さまざまなサービスを利用できます！　　　
　　　どこにあるのかわからないけど便利な
　　「クラウドサービス」とは            　          
06  	 連載
　　  第 10 回　ごちそうの歴史
　　　カレー粉の発祥はイギリス !?　
　　　カレーライス　　　

08  	 第 83 回　ゼロから学ぶ税金講座
	 生前贈与規制は見送り
　　  ―― 令和４年度税制改正

10  	 第 231 回　ありがとう生命保険		   
～中学生作文コンクール入賞作品より～

	  「家族愛と健康」
	 岡山県　岡山市立吉備中学校　2 学年　宮川　メリー

3
/2022

12  	 第 60 回　社会保険 Q&A
	 年金を何歳から受け取るか（後編）

13  	 第 120 回　桐生純子の愛され力		   
コミュニケーション術

	  【自分を成長させるためのヒント】 
～やはり大切なのはここです～

14  	 第202 回　お客様からの感謝の声	
42 歳で急逝した父。母の愛情と生命保険の
おかげで兄と私は大学まで進学できました

18  	 お役立ち情報	
成人年齢引き下げに伴うトラブルにご留意を　　　　　　　　

20    第 132 回　思わず伝えたくなる！
　　 お金にまつわるエトセトラ
	 郵便貯金が引き出せない !? 　　　　　　　　

預けっぱなしに要注意

21  	 タオル・メガネ・カード類	
収集へご協力のお願い

「Present」の語源には「現代・今」という意味があります。
一人ひとりの大切な今日に感謝の気持ちを込めて

「プレゼント」を贈ります。

2022 年 JAIFA は創立 60 周年を迎えます。
JAIFA は、コロナ禍を乗り越えた時代に向かってこれか
らも邁進していきます。

トリプルアニバーサリーイヤー
1962 年   創　　 　　 立 ＜ 60周年＞　
2002年   名 称 変 更 ＜ 20周年 ＞
「社団法人全日本生命保険外務員協会」から「社団法
人生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会」へ

　　　　　　　　2012 年 公益社団法人認定 ＜10周年＞
トリプルアニバーサリーイヤー

01 2022  |  March

累計総額　5億7,336万3,443円
令和3年度 募金現在額は1,187万1,115円です （令和4年1月31日現在）



特集

仕事や生活に役立て
る

ミニ知識ミニ知識

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
と
は
?
　

一
般
的
に
“
ク
ラ
ウ
ド
”
と
呼
ば
れ
て
い
る

の
は
、
正
確
に
は
「
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
」と
言
い
ま
す
。
手
元
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
利
用
し
て
い
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
デ
ー

タ
な
ど
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
な
が
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー（
サ
ー

バ
ー
）
を
経
由
し
て
使
え
る
よ
う
に
す
る
、
い
わ

ば
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
利
用
形
態
の
一
つ
で
す
。

そ
も
そ
も
「
ク
ラ
ウ
ド
」
と
は
英
語
の
「
雲
」

の
こ
と
。
以
前
か
ら
、
I
T
業
界
で
は
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
な
が
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
雲

で
表
し
て
い
た
の
で
す
が
、
雲
に
隠
れ
た
コ
ン

＂ク
ラ
ウ
ド＂
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
成
熟
と
と
も
に
、
ク
ラ
ウ
ド
を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
主
役
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

と
は
い
え
、
今
ひ
と
つ
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
。

今
回
は
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

第 　 回10

ど
こ
に
あ
る
の
か

わ
か
ら
な
い
け
ど
便
利
な 

「
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
」
と
は

SaaS
サース、サーズ Software as a Service

インターネットを経由して提供されるサービスです。利用
者は、ソフトウェアのパッケージ購入やインストールも必
要ありません。電子メールや表計算ソフトなどがブラウザ
から利用できるようになります。

PaaS
パース Platform as a Service

前述の SaaS のアプリケーションを開発するための環境を
提供するサービスです。データベースや、OS などのプラッ
トフォームを開発する機能を持っています。低コストでス
ピーディに開発できる特徴があります。

IaaS

アイアース、イアース Infrastructure as a Service

ネットワーク機器やサーバーなど、いわばシステムの稼働
に必要なインフラを提供するサービスです。自社でサー
バーなどの設備を導入しなくても、必要な時に必要なだけ
サービスを利用できます。

クラウドサービス３つの種類
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特集

仕事や生活に役立て
る

ミニ知識ミニ知識

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る
と
い
っ
た
意
味
で
、

ク
ラ
ウ
ド
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ク
ラ
ウ
ド
の
形
で
提
供
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
を
、総
じ
て
「
ク
ラ
ウ
ド
・
サ
ー

ビ
ス
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ソ
フ
ト
や
ア
プ
リ
が
入
っ

て
い
な
く
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る

通
信
環
境
と
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
な
ど
が
あ
れ
ば
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
た
め
「
ク

ラ
ウ
ド
・
サ
ー
ビ
ス
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
ク
ラ
ウ
ド
・
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
右
ペ
ー
ジ

の
表
の
よ
う
に
3
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
中
で

も
S
a
a
S
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
も
あ
り
、
Y
a
h
o
o
メ
ー
ル
や

G
m
a
i
l
な
ど
、
個
人
に
も
お
な
じ
み
の
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
メ
リ
ッ
ト
は
?

ク
ラ
ウ
ド
・
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、
こ

れ
ま
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
中
で
保
有
・
管

理
し
て
い
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
デ
ー
タ
が
、
ク

ラ
ウ
ド
経
由
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
大
き
く
考
え
る
と
、
機
器
の
購

入
・
デ
ー
タ
管
理
・
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
か
ら

開
放
さ
れ
、
パ
ソ
コ
ン
周
り
に
か
か
る
費
用
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
他
、
実
際
に
利
用
す
る
上
で
は
、

次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

【
イ
ン
ス
ト
ー
ル
や
更
新
が
不
要
】

ワ
ー
プ
ロ
や
表
計
算
ソ
フ
ト
な
ど
を
利
用
す

る
に
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
購
入
し
て
パ
ソ
コ

ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
使
い
続
け
て
い
る
う
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な

不
具
合
の
修
正
や
新
し
い
機
能
の
追
加
な
ど
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
行
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
な
ら
、
パ
ソ
コ
ン
の
ブ

ラ
ウ
ザ
を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で

利
用
で
き
る
上
に
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
な
ど
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
、
ク

ラ
ウ
ド
上
の
サ
ー
バ
ー
が
行
っ
て
く
れ
ま
す
。

【
ど
こ
か
ら
で
も
利
用
で
き
る
】

持
ち
出
し
た
パ
ソ
コ
ン
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が

入
っ
て
い
な
く
て
も
、
自
分
専
用
の
ア
カ
ウ
ン
ト

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
通
信
環
境
が
あ

れ
ば
、場
所
を
選
ば
ず
に
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、

作
成
し
た
デ
ー
タ
も
、
い
ち
い
ち
U
S
B
メ
モ
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リ
ー
に
保
存
し
て
別
の
端
末
に
移
し
替
え
る
手
間

も
省
け
る
上
に
、
ユ
ー
ザ
ー
同
士
で
の
デ
ー
タ
共

有
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

【
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必
要
な
い
】

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
端
末
が
壊
れ
て
、
苦
労
し

て
作
っ
た
デ
ー
タ
が
台
無
し
に
…
…
。
そ
ん
な

経
験
を
し
た
人
は
少
な
く
な
い
の
で
は
？
　
ク

ラ
ウ
ド
・
サ
ー
ビ
ス
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ら
、

作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、
ク
ラ
ウ
ド
の
サ
ー
バ
ー

で
自
動
的
に
デ
ー
タ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く

れ
ま
す
。

ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
レ
ー

ジ
に
保
存
し
て
お
け
ば
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
が
壊
れ
て
も
デ
ー
タ
は
ク
ラ
ウ
ド
に

残
る
の
で
安
心
で
す
。

【
デ
ー
タ
の
保
存
容
量
を
気
に
し
な
く
て

済
む
】

写
真
や
動
画
を
よ
く
撮
影
す
る
人
だ
と
、
あ
っ

と
い
う
間
に
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
、

保
存
容
量
に
余
裕
が
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
に
は
、
ク
ラ
ウ
ド
に
保
存
場
所

を
移
し
て
お
け
ば
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
モ

リ
ー
な
ど
の
容
量
を
気
に
し
な
く
て
済
み
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
・
サ
ー
ビ
ス
利
用
上
の 

注
意
点
は
?

 

便
利
な
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
性
格
上
、
情
報
漏
え
い
や
デ
ー
タ
消
失

な
ど
の
注
意
点
も
あ
り
ま
す
の
で
、
押
さ
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

【
デ
ー
タ
が
外
部
に
漏
れ
る
リ
ス
ク
】

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
会
社
で

は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
施
し
て
い
る
と
は
い

え
1
0
0
%
安
全
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
契
約
し

た
サ
ー
ビ
ス
提
供
会
社
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
な
ど
を

受
け
る
と
デ
ー
タ
が
漏
洩
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
万
一
の
こ
と
を
考
え
て
、
利
用
の
前
に
は
保

証
範
囲
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
な
ど
の
確
認
も

必
要
で
す
。

【
障
害
が
起
き
る
と
デ
ー
タ
が
消
え
る

こ
と
も
】

ク
ラ
ウ
ド
側
で
、
何

か
し
ら
障
害
が
起
き
た

と
き
な
ど
、
預
け
て
い

た
デ
ー
タ
の
復
旧
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
と
は
別
の
場

所
に
、
作
成
し
た
デ
ー

タ
を
保
存
す
る
こ
と

や
、
定
期
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
る
習
慣
も

必
要
で
す
。

【
ア
カ
ウ
ン
ト
が
悪
用
さ
れ
る
可
能
性
も
】

　
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
が
、
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
な
ど
で
ロ
グ
イ

ン
I
D
や
パ
ス
ワ
ー

ド
が
盗
ま
れ
る
と
、

不
正
ア
ク
セ
ス
や
前

述
の
よ
う
な
情
報
漏
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え
い
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
定
期
的

な
パ
ス
ワ
ー
ド
の
変
更
や
、
他
の
サ
ー

ビ
ス
と
同
じ
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の

使
い
回
し
を
避
け
る
な
ど
の
自
衛
も
大

切
な
こ
と
で
す
。

 

身
近
に
あ
る
ク
ラ
ウ
ド 

 

サ
ー
ビ
ス

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
は
企
業
向
け
・

個
人
向
け
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
個
人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提

供
さ
れ
て
い
る
も
の
を
ご
紹
介
し
ま

す
。個

人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
生
活
に

密
着
し
た
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
や
、音
楽
・

映
像
配
信
な
ど
娯
楽
系
の
サ
ー
ビ
ス
、

あ
る
い
は
副
業
な
ど
に
役
立
つ
サ
ー
ビ

ス
が
中
心
で
す
。

無
料
で
使
え
る
も
の
も
多
く
あ
り
ま

す
が
、
有
料
プ
ラ
ン
の
サ
ー
ビ
ス
な
ら

大
容
量
の
デ
ー
タ
を
保
存
で
き
た
り
、

複
数
の
機
器
（
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
）
で
利
用
で
き
る
な
ど
、

よ
り
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
が
揃
っ
て
い
ま

す
。
自
分
自
身
の
利
用
シ
ー
ン
を
考
え

て
選
び
ま
し
ょ
う
。

Yahoo!JAPAN

● Yahoo! メール
● Yahoo! 乗換案内
● Yahoo! カーナビ
● Yahoo! 天気
● Yahoo! ショッピング
●ヤフオク !

交通機関や車での移動に
便利なサービスや、買い物・
オークションサイトも用意

Google

● Gmail（メール）
● Google カレンダー（スケジュール）
● Google ドキュメント（文書作成）
● Google スプレッドシート（表計算）
● You Tube（動画）

メールから文書作成まで、
さまざまなサービスがブ
ラウザから利用可能

Amazon
● Amazon Prime Video（動画）
● Amazon Prime Music（音楽）
● Kindle Unlimited（書籍・雑誌）

本や雑誌、音楽・動画な
どの娯楽系サービスが
充実

Microsoft

● Outlook（メール、スケジュール）
● Teams（リモートワーク）
● Word（文書作成）
● Excel（表計算）
● PowerPoint（プレゼンテーション）

個人はもちろん、ビジネス
にも欠かせないエクセル
やパワーポイントといった
オフィス系のサービスが
充実

iCloud

● iTunes（音楽、動画）
● iCloud Drive（ストレージ）
● Pages（文書）
● Numbers（表計算）
● Keynote（プレゼンテーション）

iPhone や MacBook な
どが相互に連携し、写真
や動画などをネット上の
サーバーで共有

個人で使える主なクラウドサービス
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歴史歴史
第

回ごちそうのごちそうの

ン
ド
の
公
用
語
の
ひ
と
つ
で
あ
る
タ

ミ
ル
語
で
ソ
ー
ス
を
意
味
す
る
「
カ

リ
」
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
る
言
葉

で
、イ
ン
ド
料
理
の
調
理
法
に
な
ら
っ

て
ス
パ
イ
ス
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て

味
付
け
し
た
料
理
を
表
す
＂英
語
名＂

で
す
。

カ
レ
ー
が
英
語
と
い
う
こ
と
か
ら

分
か
る
通
り
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
起

源
は
イ
ギ
リ
ス
に
あ
り
ま
す
。
イ
ギ

リ
ス
は
16
世
紀
後
期
よ
り
世
界
へ
進
出
を
始
め
、

ア
ジ
ア
と
貿
易
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
イ

ン
ド
の
ス
パ
イ
ス
食
文
化
と
出
会
い
、
自
国
の

食
文
化
と
融
合
さ
せ
て
イ
ギ
リ
ス
流
の
カ
レ
ー

を
誕
生
さ
せ
た
の
で
す
。

18
世
紀
に
発
行
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
料
理
書

に
は
、
シ
チ
ュ
ー
の
製
法
に
ス
パ
イ
ス
を
加
え

て
応
用
し
た
カ
レ
ー
の
レ
シ
ピ
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
成
立
年
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
頃
に
は
す
で
に
い
わ
ゆ
る
「
欧
風
カ
レ
ー
」

が
誕
生
し
て
い
た
の
で
す
。

19
世
紀
に
入
る
と
ス
パ
イ
ス
の
価
格
も
落
ち

着
き
、
カ
レ
ー
は
上
流
階
級
以
外
で
も
口
に
で

ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
融
合

ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
融
合

学
校
給
食
で
も
定
番
の
メ
ニ
ュ
ー
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
老
若
男
女
問
わ
ず
人
気
の
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
も
ち
ろ
ん
イ
ン
ド
に
あ

り
ま
す
が
、
イ
ン
ド
に
は
カ
レ
ー
と
い
う
名
前

の
料
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
カ
レ
ー
」
と
は
イ

き
る
料
理
に
な
り
ま
し

た
が
、
調
理
の
た
び
に

ス
パ
イ
ス
を
挽
い
た
り

調
合
し
た
り
と
手
間
が

か
か
る
料
理
で
し
た
。

そ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
の
食

品
会
社
で
あ
る
C
&
B

社
は
、
数
十
種
の
ス
パ

イ
ス
を
ブ
レ
ン
ド
し
た

ミ
ッ
ク
ス
ス
パ
イ
ス「
カ

レ
ー
粉
」
を
世
界
で
初
め
て
開
発
・
商
品
化
。

カ
レ
ー
粉
の
登
場
に
よ
っ
て
一
般
家
庭
で
も
手

軽
に
カ
レ
ー
味
の
料
理
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
、

カ
レ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
全
土
に
普
及
し
、
や
が
て

世
界
へ
と
伝
播
し
て
い
き
ま
し
た
。

不
気
味
な
洋
食
か
ら

不
気
味
な
洋
食
か
ら

定
番
の
家
庭
料
理
に

定
番
の
家
庭
料
理
に

１
８
５
９
年
に
横
浜
港
が
開
港
す
る
と
、
多

く
の
西
洋
文
化
が
日
本
に
伝
来
。
す
で
に
西
洋

の
食
文
化
と
し
て
定
着
し
て
い
た
カ
レ
ー
も
日

本
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

伝
来
当
初
、
い
わ
ば
「
黄
褐
色
の
ど
ろ
ど
ろ

日本の食文化を知るうえで欠かせない定番料理の
歴史を探る連載「ごちそうの歴史」。2 月号の

「すき焼き」に続いて連載最終回の締めを飾るのは
「カレーライス」。食欲をそそる香りと爽やかな辛さは、

大いなる旅路を経て日本にやってきました。

10

カレーライス

■数十種のスパイスが織りなす五味揃った味わいが
カレーの魅力。
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歴史歴史
第

回ごちそうのごちそうの

の
液
体
を
か
け
る
料
理
」
で
あ
る
カ
レ
ー
は

不
気
味
が
ら
れ
て
避
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

１
８
７
６
年
に
開
校
し
た
札
幌
農
学
校
（
現
・

北
海
道
大
学
）
で
寮
食
と
し
て
提
供
さ
れ
た
こ

と
な
ど
を
き
っ
か
け
に
徐
々
に
浸
透
。
肉
と
野

菜
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
栄
養
が
あ
り
、
一
度
に

大
量
に
作
れ
て
調
理
が
し
や
す
い
こ
と
か
ら
軍

隊
食
に
も
採
用
さ
れ
、
学
生
や
兵
士
か
ら
一
般

市
民
へ
と
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
大

正
時
代
に
入
る
と
、
当
時
普
及
し
た
ば
か
り
の

新
顔
野
菜
で
あ
る
玉
ね
ぎ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
じ
ゃ

が
い
も
が
具
材
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
一
般
家
庭
で
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る

日
本
式
カ
レ
ー
の
原
型
が
完
成
し
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
ス
パ
イ
ス

が
手
に
入
り
に
く
く
な
り
カ
レ
ー
は
貴
重
な
料

理
に
な
り
ま
す
が
、
戦
後
１
９
５
０
年
代
よ
り

イ
ン
ド
か
ら
の
ス
パ
イ
ス
輸
入
が
再
開
さ
れ
、

再
び
カ
レ
ー
を
味
わ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
輸
入
再
開
と
同
時
期
に
、
カ
レ
ー

ス
パ
イ
ス
に
コ
ク
や
う
ま
味
を
加
え
て
仕
上
げ

た
、
ス
ー
プ
に
溶
か
す
だ
け
で
カ
レ
ー
が
作
れ

る
「
固
形
ル
ウ
」
が
登
場
。
さ
ら
に
１
９
６
８

年
に
は
、
温
め
る
だ
け
で
カ
レ
ー
が
食
べ
ら
れ

る
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

味
付
け
の
手
間
が
な
く
誰
で
も
美
味
し
い
カ

レ
ー
が
作
れ
る
ル
ウ
と
、
長
期
保
存
が
で
き
て

料
理
が
苦
手
で
も
美
味
し
い
カ
レ
ー
を
味
わ
え

る
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
。
両
者
の
誕
生
に
よ
り
カ

レ
ー
は
日
本
の
家
庭
料
理
の
１
メ
ニ
ュ
ー
へ
と

登
り
つ
め
、
日
本
の
食
文
化
の
ひ
と
つ
と
し
て

し
っ
か
り
と
定
着
し
た
の
で
す
。

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
ラ
イ
ス
カ
レ
ー

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
ラ
イ
ス
カ
レ
ー

現
在
、
ご
飯
に
カ
レ
ー
を
か
け
た
料
理
の
名

前
は
一
般
的
に
「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
カ
レ
ー
が
日
本
に
普
及
後

に
誕
生
し
た
呼
び
名
で
、
伝
来
当
初
は
「
ラ
イ

ス
カ
レ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
一
説
に

よ
る
と
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
「
カ
レ
ー
ア
ン
ド
ラ

イ
ス
」
の
略
で
、
ラ
イ
ス
と
カ
レ
ー
を
別
々
の

器
で
提
供
し
た
高
級
路
線
ス
タ
イ
ル
の
ラ
イ
ス

カ
レ
ー
か
ら
誕
生
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
は
提
供
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
違
い
が

あ
っ
た
２
つ
の
カ
レ
ー
で
す
が
、
い
つ
し
か
混

在
し
て
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
戦
後
の
高
度

経
済
成
長
期
以
降
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
い
う
名

前
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
増
え
、
ラ
イ
ス
カ
レ
ー

の
名
は
影
を
潜
め
て
い
き
ま
し
た
。

ラ
イ
ス
カ
レ
ー
か
ら
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
へ
の
変

遷
の
理
由
は
今
も
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

カ
レ
ー
が
日
本
の
食
生
活
に
浸
透
し
、
カ
レ
ー

パ
ン
、
カ
レ
ー
う
ど
ん
、
カ
レ
ー
ラ
ー
メ
ン
な

ど
、
ラ
イ
ス
に
限
ら
な
い
カ
レ
ー
を
主
体
の
派

生
メ
ニ
ュ
ー
が
増
え
た
こ
と
が
ひ
と
つ
の
き
っ

か
け
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■日本の米と合うように独自のアレンジが加えられインドとも
イギリスとも異なる日本式のカレーが誕生した
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第　　 回

　
　適

用
期
限
は
延
長
さ
れ
た
が
…
…

　
本
欄
で
も
こ
の
間
、
何
度
か
取
り
上
げ

て
き
た
「
住
宅
取
得
等
資
金
の
贈
与
の
非
課

税
」の
特
例
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

祖
父
母
や
父
母
か
ら
住
宅
取
得
の
た
め

の
資
金
の
贈
与
を
受
け
た
場
合
に
一
定
金
額

ま
で
非
課
税
に
な
る
と
い
う
も
の
で
す
ね
。

適
用
期
限
は
た
し
か
２
０
２
１
年
12
月
末
ま

で
だ
っ
た
と
…
…
。

　
そ
う
。
２
０
２
１
年
12
月
末
ま
で
の
贈

与
が
対
象
だ
っ
た
ん
だ
が
、
そ
の
期
限
が
２

AA

年
間
延
長
さ
れ
て
２
０
２
３
年
12
月
末
ま
で

に
な
り
そ
う
だ
。

　

「
な
り
そ
う
だ
」
と
い
う
と
、
そ
う
な

ら
な
い
可
能
性
も
あ
る
？

　
「
な
り
そ
う
だ
」
と
言
っ
た
の
は
、
ま
だ

正
式
に
は
決
定
し
て
い
な
い
か
ら
な
ん
だ
。

延
長
す
る
た
め
に
は
法
改
正
が
必
要
で
、
現

在
、国
会
で
改
正
法
案
が
審
議
さ
れ
て
い
る
。

税
法
の
改
正
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
が
、
通

常
は
３
月
末
に
改
正
法
が
成
立
し
、
４
月
１

日
に
施
行
と
い
う
段
取
り
に
な
る
。
現
時
点

で
は
、
ま
だ
改
正
法
が
国
会
を
通
っ
て
い
な

A

い
か
ら
「
な
り
そ
う
だ
」
と
言
っ
た
け
ど
、

い
ま
の
国
会
情
勢
を
考
え
る
と
ほ
ぼ
確
実
に

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
ま

ず
間
違
い
な
く
延
長
さ
れ
る
と
い
っ
て
い

い
。

　

改
正
法
が
４
月
１
日
施
行
、
と
い
う
こ

と
は
２
０
２
２
年
の
１
月
１
日
か
ら
３
月
末

ま
で
は
対
象
外
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

か
？

　
そ
う
で
は
な
い
よ
。
施
行
は
４
月
１
日

で
も
、
１
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
特
例

は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
２
年
間
延
長
さ
れ

る
。

　

な
る
ほ
ど
、
そ
れ
で
は
４
月
前
に
贈
与

し
て
も
安
心
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
そ
う
だ
ね
。
た
だ
し
、
単
純
に
延
長
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
非
課
税
限
度
額
が
変
更

さ
れ
る
か
ら
注
意
が
必
要
だ
よ
。
こ
れ
ま
で

―
２
０
２
１
年
12
月
末
日
ま
で
の
贈
与

は
、
一
定
の
省
エ
ネ
住
宅
や
耐
震
住
宅
の
場

合
、
１
５
０
０
万
円
ま
で
の
贈
与
が
非
課
税

AA

83

生前贈与規制は
見送り―

令和４年度税制改正

令
和
４
年
度
税
制
改
正
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
個
人
に
関
す
る
も
の
で
は
、

令
和
４
年
度
税
制
改
正
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
個
人
に
関
す
る
も
の
で
は
、

２
０
２
１
年

２
０
２
１
年
1212
月
末
で
期
限
切
れ
に
な
っ
て
い
た
「
住
宅
取
得
等
資
金
の
贈
与
の
非
課
税
」

月
末
で
期
限
切
れ
に
な
っ
て
い
た
「
住
宅
取
得
等
資
金
の
贈
与
の
非
課
税
」

と
「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
」
が
延
長
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
限
度
額
が
縮
小
さ
れ
る
な
ど
、
恩
恵

と
「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
」
が
延
長
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
限
度
額
が
縮
小
さ
れ
る
な
ど
、
恩
恵

は
小
さ
く
な
る
。
一
方
、
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
生
前
贈
与
を
封
じ
る
改
正
は
見
送
ら
れ
た
。

は
小
さ
く
な
る
。
一
方
、
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
生
前
贈
与
を
封
じ
る
改
正
は
見
送
ら
れ
た
。
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は
と
り
あ
え
ず
見
送
り
と
な
っ
た
。

　

生
前
に
贈
与
し
て
相
続
税
の
節
税
を
図

る
こ
と
を
規
制
す
る
改
正
で
す
ね
。

　
相
続
税
の
生
前
贈
与
加
算
を
現
在
の
過

去
３
年
分
か
ら
10
年
分
に
延
長
す
る
こ
と
な

ど
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
う
い
っ

た
改
正
は
今
回
の
改
正
案
に
は
盛
り
込
ま
れ

て
い
な
い
。
た
だ
、
毎
年
度
の
税
制
改
正
の

骨
格
が
示
さ
れ
る
、
与
党
の
税
制
改
正
大
綱

で
は
、「
今
後
（
中
略
）、
現
行
の
相
続
時
精

算
課
税
制
度
と
暦
年
課
税
制
度
の
あ
り
方
を

見
直
す
な
ど
（
中
略
）、
本
格
的
な
検
討
を

進
め
る
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
来
年
度
以
降

の
税
制
改
正
で
手
が
付
け
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
る
よ
。

A

と
さ
れ
て
い
た
け
ど
、
２
０
２
２
年
１
月
以

降
は
こ
の
非
課
税
限
度
額
が
１
０
０
０
万
円

に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

　

厳
し
く
な
る
ん
で
す
ね
。

　
そ
う
い
う
こ
と
。
住
宅
関
連
で
は
、
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
も
延
長
さ
れ
る
け
ど
、
そ
の

内
容
は
や
は
り
厳
し
く
な
る
。

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は
、
住
宅
を
購
入
す

る
際
に
ロ
ー
ン
を
組
む
と
、
減
税
さ
れ
る
と

い
う
も
の
で
す
ね
。

　
毎
年
年
末
の
ロ
ー
ン
残
高
の
一
定
割
合

が
所
得
税
か
ら
控
除
さ
れ
る
。
税
額
そ
の
も

の
が
減
る
の
で
恩
恵
の
高
い
制
度
だ
よ
。
こ

れ
も
適
用
期
限
は
２
０
２
１
年
12
月
末
ま
で

だ
っ
た
が
、
４
年
間
延
長
さ
れ
て
２
０
２
５

年
12
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
る
。
２
０
２
２
年

ま
で
に
し
た
住
宅
購
入
等
の
契
約
が
対
象
に

な
る
。

　

た
だ
、
内
容
は
厳
し
い
も
の
に
な
る

…
…
。

　
こ
れ
ま
で
は
毎
年
年
末
の
ロ
ー
ン
残
高

の
１
％
、
た
と
え
ば
残
高
が
１
０
０
０
万
円

AAA

な
ら
10
万
円
が
控
除
さ
れ
た
。
つ
ま
り
所
得

税
が
10
万
円
少
な
く
て
済
む
。
２
０
２
２
年

１
月
以
降
に
新
居
に
入
居
し
た
場
合
は
、
こ

の
１
％
が
0.7
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

　

10
万
円
の
減
税
が
７
万
円
に
な
る

…
…
。

　
そ
の
ほ
か
、
対
象
と
な
る
住
宅
ロ
ー
ン

残
高
の
上
限
も
段
階
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

さ
ら
に
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
の

所
得
制
限
も
厳
し
く
な
る
。

　

所
得
制
限
？

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は
、
年
間
の
所
得
が

３
０
０
０
万
円
を
超
え
る
人
に
は
そ
も
そ
も

適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の

基
準
が
下
が
り
、
２
０
０
０
万
円
を
超
え
る

人
に
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

ず
い
ぶ
ん
厳
し
く
な
る
ん
で
す
ね
。

生
前
贈
与
規
制
は
見
送
り

　
と
こ
ろ
で
、
本
欄
で
も
こ
の
間
取
り
上

げ
て
き
た
、
生
前
贈
与
を
封
じ
込
め
る
改
正

AAA
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家
族
愛
と
健
康

　

岡
山
県　

岡
山
市
立
吉
備
中
学
校　

二
学
年　

宮み
や
が
わ川 

メ
リ
ー

　

私
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
母
と
日
本
人
の
父
を
持
つ
ハ
ー
フ
だ
。

母
は
七
人
兄
弟
で
、
私
に
は
十
人
の
い
と
こ
が
い
る
。
母
の
故

郷
レ
イ
テ
島
に
は
何
度
も
行
っ
た
。
田
舎
だ
が
食
べ
物
が
お
い

し
く
、
人
情
味
の
あ
る
町
だ
。
私
は
こ
こ
を
と
て
も
気
に
入
っ

て
い
る
。
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
で
行
け
な
い
の
が
残
念
だ
。

　

夕
食
の
時
、
従
兄
の
子
供
が
亡
く
な
っ
た
と
母
親
か
ら
知
ら

さ
れ
た
。
ま
だ
〇
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
だ
。
従
兄
は
母
の
兄
の
息
子

だ
。
年
齢
は
十
八
歳
で
高
校
を
中
退
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
、
病
院
が
い
っ
ぱ
い
で
入
院
で
き
ず
、
マ
ニ
ラ
市

内
の
病
院
ま
で
探
し
た
が
、
手
遅
れ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う

だ
。
す
ぐ
に
入
院
で
き
た
ら
助
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
母
は

悲
し
む
と
と
も
に
怒
っ
て
い
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
私
立
病
院
は

医
療
費
が
高
く
、
日
本
よ
り
も
高
額
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
現

地
人
で
は
と
て
も
払
い
き
れ
な
い
た
め
、
入
院
す
る
の
に
前
払

い
保
証
金
を
要
求
さ
れ
る
。

　

公
立
病
院
は
医
療
費
が
安
い
。
し
か
し
、
患
者
が
や
た
ら
に

多
く
、
待
ち
時
間
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
長
い
。
設
備
は
最
先
端
で

は
な
く
、
衛
生
面
で
も
私
立
病
院
に
劣
る
。
急
を
要
す
る
患
者

は
必
然
的
に
私
立
病
院
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

従
兄
の
子
供
が
す
ぐ
に
入
院
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
病
院
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
入
院

の
保
証
金
を
即
座
に
払
え
な
か
っ
た
の
も
理
由
で
あ
る
。
残
念

な
が
ら
こ
れ
が
現
実
だ
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
お
金
が
な
い
と
入

院
で
き
な
い
。
治
療
を
受
け
ら
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
日
本
で
も
同
じ
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。

特
別
な
治
療
を
要
す
る
病
気
に
な
れ
ば
仕
事
も
で
き
な
く
な
り
、

治
療
費
も
払
え
な
く
な
り
、
生
活
が
困
窮
し
て
し
ま
う
。
な
ん

と
な
く
不
安
に
な
り
、
お
父
さ
ん
に
聞
い
て
み
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

公
益
財
団
法
人
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
59
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

231
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「
も
し
も
、
お
父
さ
ん
が
病
気
に
な
っ
て
、
高
額
の
医
療
費
を
払

え
な
く
て
、
仕
事
が
で
き
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
？
」

　

父
は
す
ぐ
に
返
答
し
た
。

「
俺
の
代
わ
り
に
働
い
て
、
俺
を
養
っ
て
く
れ
。
い
や
、
お
母
さ

ん
も
含
め
て
家
族
を
養
う
ん
だ
！
」

「
え
っ
、
そ
ん
な
の
無
理
だ
よ
…
…
。」

「
だ
ろ
う
な
。
だ
か
ら
保
険
に
入
っ
て
い
る
。
緊
急
事
態
に
は
備

え
て
あ
る
か
ら
お
金
の
心
配
は
い
ら
な
い
。」

　

父
の
話
に
よ
る
と
、
医
療
保
険
、
収
入
保
障
保
険
と
い
う
の

が
あ
り
、
重
病
に
な
っ
て
働
け
な
く
な
っ
て
も
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
あ
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
生
命
保
険
に
も
加
入
し
て

い
て
、
死
亡
し
た
場
合
で
も
私
が
成
人
す
る
ま
で
の
生
活
費
は

確
保
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
る
と
も
聞
い
た
。

　

だ
け
ど
、
一
番
大
事
な
の
は
自
分
が
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
て
生
活
す
る
こ
と
だ
と
言
う
。
父
は
四
十
六
歳
だ

が
、
去
年
か
ら
柔
道
を
習
い
は
じ
め
た
。
道
場
生
は
全
員
、
父

よ
り
も
年
下
だ
。
練
習
の
た
び
に
年
下
の
先
輩
に
投
げ
ら
れ
、

へ
と
へ
と
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
と
て
も
楽
し
そ

う
だ
。好
き
な
こ
と
で
流
す
汗
が
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
る
と
言
っ

て
喜
ん
で
い
る
。

　

母
も
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
始
め
、
毎
日
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
歩

い
て
い
る
。
腰
回
り
が
細
く
な
っ
た
の
が
見
て
わ
か
る
。
両
親

の
家
族
を
愛
す
る
気
持
ち
が
、
健
康
維
持
で
あ
り
、
保
険
で
あ

る
。

　

私
は
毎
朝
、
元
気
に
「
お
は
よ
う
」
と
挨
拶
を
す
る
。『
家
族

の
こ
と
を
大
事
に
考
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
』
と
い
う
気
持

ち
を
こ
め
て
。

B5判・60 ページ（オールカラー）
１部 200 円 ( 税込価格、送料別 )

B5 判・小冊子 5 冊セット
１セット1,000 円 ( 税込価格、送料別 )

「ライフプラン情報ブック」の
改訂版ができました！　

　

　　新刊のご案内

　
　

　　新刊のご案内

「ライフプラン情報ブック」は、生活設計を立てる上
で必要となる基本的な考え方や参考情報をまとめた
小冊子です。今回の改訂では、「新型コロナウイルス
感染症が社会に与えた影響」や「進む日本のデジタル化」
などに関するデータを新規に掲載しました。

【'21- '22 年度版】「備えあれば保険あり」を発行
「ライフプラン情報ブック」に加え、「ほけんのキホン」、
「ねんきんガイド」、「介護保障ガイド」、「遺族保障ガイド」
を専用のカバーケースに収納した「備えあれば保険
あり」を発行しました。

各小冊子の電子版をAmazonで販売しています！
お申込みは(公財)生命保険文化センターホームページ
(https://www.jili.or.jp/)でどうぞ。
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Q&A
社会保 険

先
月
号
（
２
０
２
２
年
２
月
号
）
で
、

平
均
余
命
か
ら
み
て
、
統
計
的
に
は
、

繰
下
げ
受
給
の
ほ
う
が
受
取
総
額
が
多
く
な
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
け
っ
き
ょ
く
、
繰
下

げ
は
有
利
な
の
で
、
繰
り
下
げ
た
ほ
う
が
い
い

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

先
月
号
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
平
均

余
命
や
年
金
受
給
の
５
年
の
時
効
を

考
え
る
と
、
可
能
で
あ
れ
ば
70
歳
ま
で
繰
り

下
げ
る
こ
と
は
魅
力
的
な
選
択
肢
で
は
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
を
損
得
で
考
え
る
の

は
適
切
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
的
年
金
は
長

QA

生
き
と
い
う
リ
ス
ク
に
備
え
た
保
険
で
す
。

受
取
総
額
の
損
得
に
か
か
わ
ら
ず
、
繰
下
げ

で
、
よ
り
大
き
な
安
心
を
得
る
と
い
う
視
点

が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

統
計
的
に
は
「

統
計
的
に
は
「
7070
歳
支
給
開
始
」

歳
支
給
開
始
」

先
月
号
で
、
受
給
開
始
を
66
歳
以
降
に
繰
り

下
げ
た
場
合
、
65
歳
受
給
開
始
の
場
合
の
受
取

総
額
を
逆
転
す
る
の
は
、
何
歳
に
繰
り
下
げ
て

も
12
年
後
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
75
歳
ま
で
の

各
歳
の
平
均
余
命
は
い
ず
れ
も
12
年
を
上
回
る

こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
今
回
は
少
し
見
方
を

変
え
て
、
71
歳
以
後
に
受
給
を
開
始
し
た
場
合

に
、
70
歳
か
ら
受
給
し
た
場
合
の
総
額
を
上
回

る
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

71
歳
以
後
に
繰
り
下
げ
た
場
合
に
、
70
歳
受

給
開
始
の
場
合
の
受
取
総
額
に
追
い
付
く
年
数

は
1
6
・
9
年
で
す
（
75
歳
ま
で
の
何
歳
に

繰
り
下
げ
て
も
こ
の
年
数
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）。

す
な
わ
ち
17
年
経
て
ば
70
歳
受
給
開
始
の
総
額

を
逆
転
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
各
歳
の
平
均
余
命

と
比
べ
て
み
る
と
、
男
性
の
場
合
、
残
念
な
が

年金を何歳から受け取るか
（後編）

第 60 回

ら
逆
転
で
き
ま
せ
ん
。
女
性
の
場
合
は
74
歳
ま

で
は
17
年
を
上
回
り
ま
す
が
、
75
歳
か
ら
受
け

取
り
始
め
た
場
合
は
逆
転
で
き
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
、
70
歳
以
降
に
繰
り
下
げ
た
場
合

に
、
69
歳
受
給
開
始
の
総
額
を
逆
転
す
る
に
は

16
年
か
か
り
ま
す
が
、
男
性
の
場
合
、
70
歳
受

給
開
始
な
ら
ぎ
り
ぎ
り
逆
転
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
71
歳
以
降
の
平
均
余
命
は
16
年
を
下

回
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
平
均
余
命
に
よ

る
統
計
的
な
結
論
は
、
男
性
の
場
合
は
70
歳
受

給
開
始
が
正
解
、と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す（
女

性
の
場
合
、
72
歳
受
給
開
始
な
ら
71
歳
受
給
開

始
の
総
額
を
逆
転
で
き
ま
す
が
、
73
歳
受
給

開
始
で
は
72

歳
受
給
開
始

の
総
額
を
逆

転
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ

ん
）。た

だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
机
上
の
単
純

損
得
勘
定
で
考
え
る
な

損
得
勘
定
で
考
え
る
な

71 歳以後の平均余命

男 女
71 歳 15.45 年 19.63年
72 歳 14.73 年 18.77 年
73 歳 14.01 年 17.92 年
74 歳 13.32 年 17.08 年
75 歳 12.63 年 16.25 年

（注）令和２年簡易生命表による。
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【訂正】  Present１月号の 21 ページ「社会保険 Q&A」（注 2）後ろから 2 行目の「増額率」は「減額率」の誤りでした。お詫びして訂正します。
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やはり大切なのはここです

★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

♥Profile

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役	  
（コミュニケーションクリエーター）
富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、起業。
オンラインを活用したセミナー・講演・研修を数多
く実施。コミュニケーショントレーニングの受講
者は全国規模で 5 万人を超える日本では数少ない
ヒューマンスキル分野で 20 年以上のエキスパート。
中でも女性の自立・起業支援の活動には情熱が高く

「自分を活かす」ことをテーマにした講演・セミナーは業種を超えて大好評。
日経 BP コラムニスト、2 児の母。
セミナー・講演イメージ→https://fcommu.net/

つい最近までは、コミュニケーションは「会っ
てから始まる」と言われていました。思いもよ
らない環境の変化から、オンライン画面を通し
て「新しい出会い方」が静かに日常になりつつ
あります。まだまだ新しい文化に戸惑うことは
多いですが、今回は “オンライン画面”で体温
を感じるようなコミュニケーションをとるヒント
をご紹介します。
コミュニケーションは対面であっても思い込み
や行き違いが起きますね。それに加えてオンラ
イン画面では細かいニュアンスが伝わりづらい
ために、画面を見えない壁のように感じている
人は少なくありません。
そんな時にこそ、本来私たち人間が持っている
「五感」を遣いましょう。方法は簡単です！相手
の表情やリアクションを受けるときに、目に見え
ていることに留まらず「心の目」を遣うのです♥　
不思議な話のように
聞こえますが「相手に
関心を持つ力」です。
さて、来月からは新
しいテーマでお届け
しますね♥

Profile

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP https://www.officetakeda.jp/

な
損
得
計
算
で
す
。
実
際
に
は
、
加
給
年
金
や

振
替
加
算
は
繰
下
げ
に
よ
る
増
額
の
対
象
に
な

ら
ず
、
一
方
で
繰
下
げ
待
機
中
に
受
給
で
き
な

い
分
が
ま
る
ま
る
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
、
65
歳
以

降
も
在
職
し
て
い
て
老
齢
厚
生
年
金
が
在
職
停

止
と
な
っ
て
い
れ
ば
そ
の
分
は
増
額
の
対
象
に

な
ら
な
い
、
繰
下
げ
に
よ
り
年
金
額
が
増
え
て

も
税
金
や
社
会
保
険
料
が
増
え
、
手
取
り
額
と

し
て
は
0.7
％
の
率
に
応
じ
て
は
増
え
な
い
、
年

金
額
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
医
療
費
の
本
人
負

担
割
合
が
１
割
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
、そ
し
て
、

必
ず
し
も
平
均
余
命
を
生
き
る
（
平
均
余
命
で

死
亡
す
る
）
と
は
限
ら
な
い
と
い
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
前
述
の
と
お
り
そ
も
そ
も
年
金
を
損

得
勘
定
で
考
え
る
こ
と
は
適
切
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
少
な
く
と
も
筆
者
と
し
て
は
「
繰
り
下
げ

て
早
く
死
ん
だ
ら
損
で
は
な
い
か
」
と
い
う
考

え
に
与く

み

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
繰
下
げ
で

老
後
資
金
に
よ
り
大
き
な
安
心
を

―
こ
れ
が

年
金
繰
下
げ
の
核
心
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
た
め
に
は
繰
下
げ
受
給
を
開
始
す
る

年
齢
に
な
る
ま
で
の
生
活
資
金
を
ど
う
す
る

か
、
と
い
う
問
題
（
こ
れ
は
き
わ
め
て
大
き
な

問
題
で
す
）を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

Profile

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP https://www.officetakeda.jp/
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お客様からの感謝の声お客様からの感謝の声
42 歳で急逝した父。母の愛情と生命保険のおかげで
兄と私は大学まで進学できました

働
き
盛
り
の
父
親
が

働
き
盛
り
の
父
親
が

心
筋
梗
塞
で
突
然
の
旅
立
ち

心
筋
梗
塞
で
突
然
の
旅
立
ち

　

今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
お
客
様
は
、
神
奈
川

県
在
住
の
德
永
哲
也
さ
ま
で
す
。
2
0
2
0

年
に
食
品
関
連
会
社
か
ら
S
O
M
P
O
ひ
ま

わ
り
生
命
に
転
職
さ
れ
ま
し
た
。

「
現
職
を
選
ん
だ
理
由
は
、
山
口
県
で
暮
ら
し

て
い
た
小
学
校
5
年
生
の
と
き
に
父
親
と
死
別

し
た
生
い
立
ち
に
あ
り
ま
す
」

　

20
年
前
、
技
術
職
で
仕
事
熱
心
な
お
父
様
と

専
業
主
婦
の
お
母
様
、
そ
し
て
3
歳
年
上
の
お

兄
様
と
4
人
家
族
で
の
穏
や
か
な
暮
ら
し
に
異

変
が
起
こ
り
ま
し
た
。
夜
勤
の
お
父
様
が
会
社

の
仮
眠
室
で
就
寝
中
に
、
心
筋
梗
塞
が
原
因
で

逝
去
さ
れ
た
の
で
す
。
享
年
42
歳
、
遺
さ
れ
た

ご
家
族
は
途
方
に
暮
れ
ま
し
た
。

「
当
時
、
母
は
40
歳
で
し
た
。
山
口
県
は
、
母

に
と
っ
て
父
の
転
勤
で
移
住
し
た
土
地
だ
っ
た

の
で
、
父
亡
き
後
頼
れ
る
人
も
な
く
、
心
細
い

思
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
翌
年
、
神
奈
川
県
に

あ
る
母
の
実
家
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
」

　

理
容
店
を
営
む
祖
父
母
に
迎
え
入
れ
ら
れ
、

ぬ
く
も
り
の
あ
る
環
境
で
ご
兄
弟
は
す
く
す
く

と
成
長
さ
れ
ま
し
た
。

「
母
は
就
職
し
、
一
生
懸
命
仕
事
を
し
な
が
ら

愛
情
深
く
私
達
を
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

お
か
げ
で
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
も
続
け
ら
れ
、
親

し
い
友
人
達
と
楽
し
い
青
春
を
謳
歌
で
き
ま
し

た
。
母
か
ら
は
常
々
『
あ
な
た
た
ち
が
大
学
ま

で
進
学
で
き
た
の
は
、
お
父
さ
ん
の
生
命
保
険

の
お
か
げ
よ
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
」

　

S
O
M
P
O
ひ
ま
わ
り
生
命
首
都
圏
L 

C

オ
フ
ィ
ス
の
望
月
大
輔
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。「
私
も
転
職
組
で
、
入
社
当
初
德
永
さ

ん
と
同
じ
チ
ー
ム
で
仕
事
を
し
ま
し
た
。
10
歳

ほ
ど
年
下
の
德
永
さ
ん
で
す
が
、
現
職
で
は
1

年
後
輩
。
素
直
で
周
り
に
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る

明
る
い
性
格
で
す
。
お
父
様
を
亡
く
さ
れ
た
後

も
、
経
済
的
に
心
配
な
く
進
学
で
き
た
こ
と
で

生
命
保
険
に
感
謝
し
て
い
る
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
」

　

德
永
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
父
は
仕
事
人
間
で
し
た
。
海
外
へ
の
単
身
赴

任
も
あ
り
、
一
緒
に
過
ご
し
た
時
間
は
短
か
っ

た
で
す
。
し
か
し
、
父
が
快
適
な
家
を
購
入
し

德永 哲也 さま（30歳　SOMPOひまわり生命保険株式会社）
妻（25歳　会社員）
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た
り
、
万
全
な
保
障
内
容
の
生
命
保
険
に
加
入

し
た
り
し
て
く
れ
た
の
は
、
す
べ
て
家
族
へ
の

深
い
愛
情
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
経

験
を
通
じ
て
、
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
生
命

保
険
の
大
切
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
お
客
様
に

伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
励
ん
で
い
ま
す
」

　

德
永
さ
ま
ご
家
族
の
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
と

生
命
保
険
へ
の
思
い
を
お
伺
い
し
、
望
月
さ
ん

の
お
話
を
交
え
て
、
こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

単
身
赴
任
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
、

単
身
赴
任
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
、

家
族
団
ら
ん
の
日
々
が
戻
っ
て
き
た

家
族
団
ら
ん
の
日
々
が
戻
っ
て
き
た

　

德
永
さ
ま
の
ご
両
親
は
、職
場
結
婚
で
し
た
。

新
婚
生
活
は
神
奈
川
県
で
送
っ
て
い
ま
し
た
が

数
年
後
、
お
父
様
の
転
勤
で
山
口
県
に
移
住
。

お
母
様
は
専
業
主
婦
に
な
り
ま
し
た
。

「
母
は
幼
い
頃
か
ら
住
ん
で
い
た
町
か
ら
、
頼

れ
る
親
戚
や
友
人
の
ま
っ
た
く
い
な
い
土
地
へ

の
引
っ
越
し
で
、
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
も
あ
っ
た

で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
、
兄
と
私
が
自
然
に
囲

ま
れ
た
田
舎
暮
ら
し
で
の
び
の
び
育
っ
て
い
く

こ
と
で
馴
染
ん
で
い
け
た
そ
う
で
す
」

　

お
父
様
は
働
き
盛
り
で
、
德
永
さ
ま
が
小
学

校
低
学
年
の
頃
に
、
2
年
ほ
ど
の
ア
メ
リ
カ
へ

の
単
身
赴
任
生
活
も
あ
り
ま
し
た
。

「
今
の
よ
う
に
気
軽
な
通
信
手
段
も
な
く
、
た

ま
に
国
際
電
話
で
声
を
聞
く
く
ら
い
で
し
た
。

日
本
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
も
夜
勤
の
多
い
仕
事

だ
っ
た
の
で
、
家
族
全
員
で
食
卓
を
囲
む
こ
と

は
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
休
日
に
は
近
所
の
公

園
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り
、
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
の
相
手
を
し
て
く
れ
た
り
。
忙
し
い
中

で
精
一
杯
の
家
族
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
く
れ
て
い

た
、や
さ
し
い
父
親
の
笑
顔
を
覚
え
て
い
ま
す
」

　

お
父
様
と
の
突
然
の
お
別
れ
は
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
帰
国
し
て
穏
や
か
な
日
常
が
戻
っ
て
き
て

い
た
半
年
後
の
こ
と
で
し
た
。

「
私
と
兄
が
普
段
ど
お
り
登
校
の
準
備
を
し
て

い
た
朝
、け
た
た
ま
し
く
電
話
が
鳴
り
ま
し
た
。

受
話
器
を
と
っ
た
母
の
顔
が
み
る
み
る
青
ざ
め

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
話
を
切
る
な
り

『
今
す
ぐ
病
院
に
行
く
よ
』
と
言
っ
て
、
学
校

に
は
休
み
の
連
絡
を
い
れ
ま
し
た
」

　

3
人
で
駆
け
つ
け
た
病
院
で
、
慌
し
く
案
内

さ
れ
た
個
室
に
は
、
す
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
お

父
様
が
横
た
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

「
一
体
何
が
起
こ
っ
た
の
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
前
日
に
夜
勤
に
出
か
け
る
父
を
家
族

で
『
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！
』
と
元
気
に
送
り

出
し
た
の
に･･････

。
後
で
わ
か
っ
た
こ
と

で
す
が
、
父
は
仮
眠
室
で
就
寝
中
に
眠
る
よ
う

に
亡
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
」　  
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や
っ
と
家
族
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
德

永
一
家
に
思
い
も
寄
ら
ぬ
お
父
様
と
の
お
別
れ

で
し
た
。

「
あ
な
た
た
ち
の
た
め
に
頑
張
れ
る
よ
！
」

「
あ
な
た
た
ち
の
た
め
に
頑
張
れ
る
よ
！
」

とと
2020
年
ぶ
り
に
復
職
し
た
母

年
ぶ
り
に
復
職
し
た
母

「
母
は
呆
然
と
し
な
が
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
手
続

き
に
追
わ
れ
、
孤
軍
奮
闘
状
態
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
本
当
に
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
」

　

お
父
様
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
の
夏
、
德
永
さ

ま
達
は
、お
母
様
の
実
家
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
。

「
理
容
店
を
営
ん
で
い
る
祖
父
母
か
ら
『
戻
っ

て
お
い
で
』
と
か
け
ら
れ
た
言
葉
が
、
母
に
は

涙
が
出
る
ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
一

方
、
兄
は
中
学
3
年
、
私
は
小
学
6
年
の
夏
休

み
で
し
た
。
友
人
達
と
の
別
れ
や
兄
の
高
校
受

験
の
心
配
な
ど
が
あ
り
、複
雑
な
心
境
で
し
た
」

　

転
校
し
た
学
校
で
は
、
方
言
を
い
じ
ら
れ
る

な
ど
、
い
や
な
思
い
も
経
験
し
た
德
永
さ
ま
で

し
た
が
、
持
ち
前
の
明
る
さ
で
新
し
い
環
境
に

慣
れ
て
い
き
ま
し
た
。

「
兄
も
希
望
す
る
高
校
に
無
事
進
学
で
き
ま
し

た
。
母
は
元
の
上
司
の
は
か
ら
い
で
、
会
社
に

復
職
し
ま
し
た
。
当
初
は
20
年
も
の
ブ
ラ
ン
ク

で
苦
労
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、『
あ
な

た
た
ち
の
た
め
に
頑
張
れ
る
よ
！
』
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
」

　

実
は
、
引
っ
越
し
を
機
に
お
母
様
は
ご
実
家

の
建
て
直
し
も
し
て
い
ま
し
た
。

「
狭
い
土
地
に
立
つ
古
い
店
舗
兼
用
住
宅
を
3

階
建
て
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
父
の
生
命
保
険

の
お
か
げ
と
母
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
祖
父

母
も
喜
ん
で
く
れ
た
で
し
ょ
う
」

　

德
永
さ
ま
は
、
大
学
で
食
品
関
係
を
学
び
、

新
卒
で
食
品
関
連
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

「
私
の
将
来
の
夢
は
、
子
ど
も
の
い
る
家
庭
で

穏
や
か
に
過
ご
す
こ
と
。
と
こ
ろ
が
、
仕
事
は

残
業
が
多
く
夜
勤
の
あ
る
シ
フ
ト
勤
務
だ
っ
た

の
で
、
父
と
の
別
れ
を
思
う
と
長
く
は
続
け
ら

れ
な
い
と
退
職
を
決
心
し
ま
し
た
」

　

転
職
希
望
を
お
母
様
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

「
あ
な
た
の
選
ん
だ
道
を
応
援
す
る
よ
」
と
背

中
を
押
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
退

職
し
て
か
ら
半
年
間
、
德
永
さ
ま
は
様
々
な
土

地
を
一
人
旅
し
な
が
ら
、
改
め
て
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
を
見
つ
め
な
お
し
ま
し
た
。

「
自
分
の
生
い
立
ち
を
振
り
返
り
、
ず
っ
と
感

謝
し
続
け
た
生
命
保
険
に
つ
い
て
、
そ
の
重
要

性
を
多
く
の
人
に
伝
え
る
仕
事
を
し
よ
う
と
い

う
思
い
に
至
り
ま
し
た
」

「
働
く
女
性
の
大
先
輩
」
と　
　
　
　
　
　

「
働
く
女
性
の
大
先
輩
」
と　
　
　
　
　
　

母
を
頼
り
に
し
て
く
れ
る
や
さ
し
い
妻

母
を
頼
り
に
し
て
く
れ
る
や
さ
し
い
妻

　

転
職
活
動
と
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
重
な
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り
ま
し
た
が
、無
事
に
就
職
が
決
ま
り
ま
し
た
。

「
前
職
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
業
界
の
上
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
厳
し
い
船
出
で

し
た
が
、
望
月
さ
ん
を
は
じ
め
、
人
間
関
係
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
今
で
は
、
自
分
の
思
っ
た
通

り
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
日
々
感
じ
て
い

ま
す
」

　

転
職
と
と
も
に
德
永
さ
ま
に
、
も
う
一
つ
大

き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
2
0
2
1
年
8

月
に
5
歳
年
下
の
奥
様
と
入
籍
し
た
の
で
す
。

「
共
通
の
知
り
合
い
を
通
じ
て
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
私
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
て
く
れ
る
妻
の

存
在
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
」

　

新
居
は
ご
実
家
の
近
く
で
、
ご
夫
妻
の
職
場

に
も
近
距
離
だ
そ
う
で
す
。

「
母
は
、『
あ
な
た
の
選
ん
だ
人
な
ら
絶
対
大
丈

夫
』と
妻
に
会
う
前
か
ら
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
上
に
妻
と
は
仲
が
良
く
う
れ
し
い
で
す

ね
」

　

お
母
様
は
現
在
60
歳
、
定
年
後
の
再
雇
用
で

仕
事
を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。奥
様
は
、

働
く
女
性
の
先
輩
と
し
て
、
德
永
さ
ま
を
飛

び
越
え
て
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

「
子
ど
も
は
3
人
希
望
し
て
い
る
の
で
す
が
、

教
育
費
な
ど
を
考
え
る
と
責
任
は
重
大
で
す
。

2
人
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
た
い
で
す
」

　

し
ば
ら
く
は
新
婚
時
代
を
楽
し
み
、
2
年

後
か
ら
子
作
り
の
計
画
を
立
て
て
い
る
そ
う

で
す
。

「
母
の
夢
は
孫
の
顔
を
見
る
こ
と
だ
と
、
私
が

結
婚
す
る
前
か
ら
言
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
親

孝
行
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
以
上
に
、

子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
も
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
」

　

お
母
様
は
「
お
嫁
さ
ん
と
い
う
よ
り
娘
が
で

き
た
み
た
い
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
德
永
さ
ん
ご

夫
婦
の
力
強
い
応
援
団
に
な
り
そ
う
で
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
結
婚
式
が

挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
新
婚
旅
行
を
か
ね

て
結
婚
写
真
を
撮
る
フ
ォ
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の

予
定
を
立
て
て
い
ま
す
。
母
は
一
緒
に
行
き
た

そ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
我
慢
し
て
も
ら
い
ま
す

（
笑
）」

　

最
後
に
望
月
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
德
永
さ
ん
は
自
分
の
経
験
を
元
に
、
お
客
さ

ま
一
人
ひ
と
り
に
親
身
に
思
い
を
伝
え
て
い
ま

す
。
私
は
40
代
で
銀
行
か
ら
転
職
し
ま
し
た
。

前
職
時
代
、
生
命
保
険
に
未
加
入
だ
っ
た
り
、

保
障
内
容
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
り
し
て
、

後
悔
さ
れ
て
い
た
お
客
様
を
目
の
当
た
り
に
し

た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
德
永
さ
ん

と
切
磋
琢
磨
し
て
、
家
族
を
守
る
生
命
保
険
の

大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」
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18

成
人
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
う

ト
ラ
ブ
ル
に
ご
留
意
を

民
法
改
正
に
よ
り
、2
0
2
2
年
4
月
1
日
か
ら
、成
人
年
齢
が

20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
18
歳
、

19
歳
に
現
在
行
使
可
能
な
未
成
年
者
取
消
権
が
喪
失
す
る
こ
と
に

な
り
、今
後
、18
歳
及
び
19
歳
の
消
費
者
被
害
が
拡
大
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

?

お役立ち情報
●
18
歳
が
新
成
人
に

民
法
が
定
め
る
成
年
年
齢
は
、

①
単
独
で
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
年
齢

②
親
権
に
服
す
る
こ
と
が
な
く
な
る
年
齢　
　
　
　
　
　
　

と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
年
齢
は
、
１
８
９
６
年
（
明
治
29
年
）

に
民
法
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、
20
歳
と
定
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
民
放
改
正
に
よ
る

成
年
年
齢
の
見
直
し
は
、
1
8
7
6
年
（
明
治

9
年
）
以
来
、
約
１
４
０
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

2
0
1
8
年
6
月
に
、
民
法
の
定
め
る
成

年
年
齢
を
18
歳
に
引
き
下
げ
る
こ
と
等
を
内
容

と
す
る
「
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が

成
立
し
、
改
正
法
は
2
0
2
2
年
4
月
1
日

か
ら
施
行
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
施
行
日
で

あ
る
2
0
2
2
年
4
月
1
日
時
点
で
、
18
歳

以
上
20
歳
未
満
の
方
は
、
施
行
日
に
成
年
に
達

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
未
成
年
の
方
が
新
成
人
と
な
る
日
は

下
記
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
女
性
の
婚
姻
開
始
年
齢
も
18
歳
に
引
き
上
げ
に

こ
れ
ま
で
、
女
性
の
婚
姻
開
始
年
齢
（
結
婚

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
年
齢
）
は
16
歳
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、
18
歳
と
さ
れ
る
男
性
の
婚
姻
開

始
年
齢
と
異
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改

正
に
よ
り
、
女
性
の
婚
姻
年
齢
を
18
歳
に
引
き

上
げ
、
男
女
の
婚
姻
開
始
年
齢
が
統
一
に
な
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

18
歳
、
19
歳
の
若
者
の
自
己
決
定
権
を
尊
重

す
る
と
と
も
に
、積
極
的
な
社
会
参
加
を
促
し
、

社
会
を
活
力
あ
る
も
の
に
す
る
意
義
を
有
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
18
歳
、
19
歳
の
人
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
　
　

　
ま
れ
や
す
く
な
る
！？

　

成
年
年
齢
に
達
す
る
と
、
親
（
親
権
者
）
の

新成人となる日

生年月日 新成人と
なる日

成年
年齢

2002 年（平成 14 年）
4 月 1 日以前生まれ

20 歳の
誕生日

20
歳

2002 年（平成 14 年）
4 月 2 日～ 2003 年

（平成 15 年）4 月 1日生まれ

2022 年
（令和４年）

4 月1日
19
歳

2003 年（平成 15 年）
4 月 2 日～ 2004 年

（平成 16 年）4 月 1日生まれ

2022 年
（令和４年）

4 月1日
18
歳

2004 年（平成 16 年）
4 月 2 日以降生まれ

18 歳の
誕生日

18
歳
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同
意
な
し
に
契
約
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
同
時

に
、
こ
れ
ま
で
未
成
年
者
取
消
権
が
認
め
ら
れ

て
い
た
18
歳
、
19
歳
の
方
は
、
未
成
年
者
取
消

権
が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

未
成
年
者
取
消
権
と
は
、
未
成
年
者
は
成
年

者
と
比
べ
て
取
引
の
知
識
や
経
験
が
不
足
し
、

判
断
能
力
も
未
熟
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
利
益

を
受
け
な
い
よ
う
契
約
な
ど
の
法
律
行
為
に
つ

い
て
民
法
に
定
め
る
取
消
権
の
こ
と
で
す
（
た

だ
し
、
未
成
年
者
が
行
っ
た
契
約
な
ど
の
法
律

行
為
が
無
条
件
で
す
べ
て
取
消
し
が
で
き
る
わ

け
で
は
な
く
、
条
件
が
あ
り
ま
す
）。

　

こ
の
未
成
年
者
取
消
権
が
行
使
で
き
な
く
な

る
こ
と
に
よ
り
、
新
成
人
を
狙
っ
た
悪
質
な
事

業
者
が
出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
契
約
の
締
結
を
し
た
後
で
も
、
一
定

の
期
間
で
あ
れ
ば
契
約
の
申

込
み
を
無
条
件
で
解
除
で
き

る
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

も
あ
り
ま
す
が
、
通
信
販
売

等
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の

対
象
外
と
な
る
も
の
も
あ
り

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例

・
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
詐
欺

・
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
等
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　
　

　
を
介
し
た
取
引
で
の
ト
ラ
ブ
ル

・
高
額
な
投
資
（
仮
想
通
貨
等
）、
副
業
、
儲
け
話

・
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
等
で
の
無
料
体
験
で

　
高
額
な
契
約
を
勧
め
ら
れ
た

・
通
信
販
売
で
1
回
限
り
の
注
文
が
定
期
購
入
だ
っ
た

・
S
N
S
の
広
告
を
き
っ
か
け
と
し
た
際
の
ト
ラ
ブ
ル
　
等

●
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
場
合

　

も
し
、
悪
徳
商
法
等
の
被
害
に
遭
っ
た
り
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
全
国
の
ど
こ
か
ら
で
も
3
桁
の
電

話
番
号
で
つ
な
が
る
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
、

「
1
8
8
（
い
や
や
！
）」
で
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
場
合
、
地
方
公
共
団
体
が
設
置
し
て
い

る
身
近
な
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
消
費
生
活
相

談
窓
口
を
案
内
し
て
い
ま
す
（
相
談
は
無
料
で

す
が
、
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
）。

相
談
で
き
る
内
容
と
し
て
、
契
約
ト
ラ
ブ
ル

や
不
適
切
な
表
示
・
広
告
、
製
品
事
故
な
ど
、

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
事
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
い
な
い

状
況
で
も
契
約
を
す
る
前
に
不
明
点
や
不
安
な

要
素
が
あ
れ
ば
、相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

社
会
で
の
経
験
等
が
少
な
い
新
成
年
が
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
契
約

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
日
頃
か
ら
学
ん

で
お
き
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
判
断
で
き
る
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
大
事
で
し
ょ
う
。ま
た
、

一
人
で
判
断
に
迷
っ
た
と
き
に
は
、
前
述
し
た

相
談
窓
口
を
利
用
し
た
り
、
周
囲
に
い
る
信
頼

の
お
け
る
人
に
相
談
を
す
る
な
ど
一
人
で
悩
ま

な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

法務省「民法（成年年齢関係）改正 Q&A」
https://www.moj.go.jp/MINJI/minji07_00238.html

消費者庁「18 歳から大人」特設ページ
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_
education/consumer_education/lower_the_age_of_
adulthood/

政府広報オンライン
https://www.gov-online.go.jp/useful/article/
201807/1.html#section001
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社会貢献委員会では、社会貢献活動事業の一環として、「未使用のタオル」、
「使用しなくなったメガネ」、「カード類」の収集活動を展開しております。

2022年10月13日・14日に福岡で開催するJAIFA創立60周年記念大会in福岡に向けて、
全国の皆様のご協力をお願い致します。

使用しなくなったメガネを
お持ちでしたらお譲り下さい。

現在使用していない
テレホンカードやプリペイドカード、
ハガキや切手などはございますか? 

●ハンドタオル、バスタオル等

●メガネ（老眼鏡やサングラスも可能です） 
使用しなくなったメガネ

●ハガキ、切手など
●カード類
　テレホンカード、クオカード、
　プリペイドカードなど

但し、レンズ、フレームに破損箇所があるもの、
100円ショップで購入した商品はご遠慮下さい。

※JAIFA創立60周年記念大会in福岡の開催地
である福岡県内の福祉施設等の活動に役立て
ていただけるように、寄贈致します。

※NPOを通じ経済的に余裕のない国や大きな
災害時に被災地にお送りし役立てていただく
ことができます。

※社会福祉施設で作業することにより対価
がもらえたり、施設で活用できます。社
会貢献活動での支援に活用して参ります。

〒103－0022  東京都中央区日本橋室町1－13－5日本橋貝新Ｎ.Ｙ.ビル6階  
JAIFA本部事務局  TEL（03）3241－6633

未使用のタオル

ご自宅に未使用タオルは
ございませんか? 

ハガキ、切手、
カード類

メガネ

回収方法
タオル、メガネ、カード類は、2022年10月13日・
14日のJAIFA創立60周年記念大会in福岡会場へ
ご持参いただくか、地方協会内でまとめて収集下
さい。
※カード類は有価証券のため、現金と同様に扱って下さい。

収集期間 2022年3月1日～2022年10月12日

問合せ先

こちらのチラシは、JAIFA ホームページ→「NEWS」にも掲載しておりますので、ダウンロードしてお使い下さい。

● タオル……………
● ハガキ、切手 ……
● テレホンカード類
● メガネ……………

1,866枚
50枚
16枚
226個

2022年広島大会回収実績

収集へご協力のお願い収集へご協力のお願い
タオル メガネ カード 類

JAIFA社会貢献委員会

10
月
１
日
の
郵
政
民
営
化
よ
り
前
に
郵
便
局
に

預
け
ら
れ
た
貯
金
の
こ
と
で
す
。
こ
の
う
ち
放

置
し
て
い
る
と
引
き
出
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
は
、
定
期
性
の
郵
便
貯
金
（
定
額
郵
便
貯
金
・

定
期
郵
便
貯
金
・
積
立
郵
便
貯
金
・
住
宅
積
立

郵
便
貯
金
・
教
育
積
立
郵
便
貯
金
な
ど
）
で
す
。

こ
れ
ら
の
貯
金
が
満
期
か
ら
20
年
た
っ
て
も
引

き
出
さ
れ
な
い
場
合
、
郵
送
で
「
権
利
消
滅
の

ご
案
内
（
催
告
書
）」
が
届
き
ま
す
。
そ
の
後
、

２
カ
月
た
っ
て
も
引
き
出
さ
れ
な
い
と
、
郵
便

貯
金
の
権
利
が
消
滅
す
る
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
間
引
っ
越
し
た
な
ど
で
案
内
が

手
元
に
届
か
な
く
て
も
、
満
期
か
ら
20
年
２
カ

月
が
経
過
し
た
時
点
で
引
き
出
せ
な
く
な
り
ま

す
。
全
て
の
定
期
性
の
郵
便
貯
金
が
既
に
満
期

を
過
ぎ
て
い
る
た
め
、
心
当
た
り
が
あ
る
な
ら

調
べ
て
早
め
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

引
き
出
し
の
手
続
き
は
、
郵
便
局
も
し
く
は

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
店
舗
で
行
い
ま
す
。
手
元
に

郵
便
貯
金
の
通
帳
や
証
書
が
残
っ
て
い
る
な
ら

ば
、
そ
の
証
書
や
通
帳
、
届
け
印
、
本
人
確
認

書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
、
住
所
・
名
前
・
生
年
月
日

の
入
っ
た
も
の
）
を
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
通
帳
や
証
書
は
見
当
た
ら
な
い
け
れ
ど
、
貯

金
し
て
い
た
記
憶
が
あ
る
」
と
い
う
場
合
も
、

諦
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
郵
便
局
や
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
で
、
郵
便
貯
金
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
て
く
れ
ま
す
。一
度
郵
便
局
ま
た
は
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
の
窓
口
で
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
手
続

き
に
は
印
鑑
（
届
け
印
で
な
く
て
も
可
）
と
本

人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

な
お
、
郵
便
貯
金
で
も
、
通
常
郵
便
貯
金
や

通
常
貯
蓄
貯
金
と
い
っ
た
定
期
性
の
な
い
郵
便

貯
金
は
対
象
外
で
す
。
10
年
以
上
取
引
が
な
い

場
合
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
使
え
な
く
な
る
な
ど
の
処
理

が
行
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
手
続
き
す

れ
ば
お
金
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
郵

政
民
営
化
後
に
預
け
た
貯
金
も
、
10
年
以
上
取

引
が
な
い
場
合
に
は
「
休
眠
預
金
」
と
な
り
、

お
金
が
公
益
活
動
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
が
、

手
続
き
を
す
れ
ば
引
き
出
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

新
年
度
を
控
え
、
身
の
回
り
を
整
理
し
た
り
、

引
っ
越
し
を
し
た
り
す
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
際
に
昔
の
郵
便
貯
金
の
通
帳
な
ど
を
見
つ

け
た
ら
、
す
ぐ
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

お金にまつわるお金にまつわるエトセトラ

思わ
ず伝えたくなる！

郵便貯金が引き出せない！？
預けっぱなしに要注意

第　　　 回132

積
立
N
I
S
A

2020
年
２
カ
月
が
経
過
す
る
と

年
２
カ
月
が
経
過
す
る
と

引
き
出
せ
な
く
な
る
郵
便
貯
金

引
き
出
せ
な
く
な
る
郵
便
貯
金

昔
預
け
て
引
き
出
さ
ず
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て

い
る
郵
便
貯
金
、
あ
り
ま
せ
ん
か
？
も
し
該
当
す

る
も
の
が
あ
る
な
ら
要
注
意
で
す
。
今
後
、
お
金

が
引
き
出
せ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

郵
便
貯
金
と
は
、
2
0
0
7
年
（
平
成
19
年
）

20
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